
 

 

 

 

 

 

 

■基本的な感染対策 
 ○引き続き、「距離の確保」、「手洗い等の手指衛生」、「換気」等の励行が求められており、学校でも引

き続き、取り組んでいきす。 

 
■健康チェック 
○引き続き、ご家庭での朝の検温と健康観察を徹底し、学校にウィルスを持ち込まないようご協力を

お願いします。 

 

 

■マスク 
 ○生徒及び教職員については、基本的にマスクの着用を求めません。 

 ○学習や活動の形態によっては、マスクの着用を推奨する場面がありますので、マスクの携行を

お願いします。 

○マスクの着用の有無による偏見や差別が生じたりすることがないように指導していきますので、ご

協力をお願いいたします。 

 
■水筒 
 ○生徒自らの判断に委ねます。密にならないようにしながら、水飲み場の利用もできます。 

○水筒を持参する場合の中身は水とお茶に限定しています。 

○夏季の熱中症対策等で必要となることも予想されます。その場合は、後日連絡を差し上げます。 

 
■対面形式でのグループワークを含む各教科の指導 
 ○基本的に２方向の窓を同時に開けて、常時換気を行います。 

 ○できる限り少人数で実施するとともに大声での会話を控えるように指導します。 

 ○上記内容を基本として、以下、具体的な活動場面について例示します。 

 ■合唱、リコーダーの学習 

  身体の中心から前方１ｍ程度、左右５０㎝程度を目安とした距離を確保し、原則、向き合っての活

動は控えます。 

 ■理科の実験、美術、技術・家庭等の学習 

  共用または備え付けの用具を使用する場合には、配置場所や使用順を工夫し、触れ合わない程度の

距離を確保します。 

 ■家庭科での調理実習の試食、給食 

  大声での会話は控え、座席を向かい合わせにしないようにします。向かい合わせになる場合は、座

席間にパーティションの設置もしくは 1ｍ程度の距離を確保します。また、手洗いを徹底します。 

北海道教育委員会から通知された「新学期以降の学校におけるマスク着用の考え方の見直し等に

ついて」を受けて、４／１からの当面の学校における感染対策についてお知らせします。 

５／８（月）以降、新型コロナウィルス感染症が５類感染症に移行することから、その際に通知さ

れる内容を踏まえ、今後、あらためてお知らせすることといたします。 

 

 

 

【引き続き実施する感染対策】 
 

【変更・確認が必要な事項】 


